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【
研
究
課
題
】

第
4
学
年 

中
村 

麻
衣

「
歯
周
病
の
病
態
形
成
に
お
け
る

プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
の
解
析
」

第
4
学
年 

水
上 

昴

「
口
腔
感
染
症
に
お
け
る
腸
内

細
菌
叢
の
役
割
」

第
3
学
年 

生
田 

宗
一郎

「
歯
周
病
原
細
菌
の
増
殖
を
阻

害
す
る
因
子
の
探
索
」

第
2
学
年 

都
築 

均

「
が
ん
細
胞
の
治
療
抵
抗
性
オ
ー

ト
フ
ァ
ジ
ー
の
解
明
」

学園の話題

医
科
歯
科
総
合
病
院
で

災
害
対
応
訓
練
を
実
施

　

こ
の
度
、令
和
3
年
度
の
福
岡
歯
科
大
学
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
け
る
リ
サ
ー
チ
・ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
制
度
は
、普
段
の
講
義
・
実
習
の

先
に
あ
る「
研
究
」に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
学
生
を
支
援
す
る
も
の

で
、リ
サ
ー
チ
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
が
行
う
研
究
活
動
に
は
、研
究
指
導

を
行
う
分
野
に
対
し
て
1
件
あ
た
り
20
万
円
を
上
限
と
し
て
支
援
金
が

交
付
さ
れ
、充
実
し
た
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、4
名
の
口
腔
歯
学
部
生
が
リ
サ
ー
チ
・ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
に

採
用
さ
れ
、研
究
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
み
、物
事
の
本
質
を
見
究

め
る
能
力
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。 

学
校
法
人
福
岡
学
園

特
待
生・奨
学
生
紹
介

福
岡
歯
科
大
学
学
生
研
究
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム 

リ
サ
ー
チ・ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
が
決
定

　

福
岡
歯
科
大
学
で
は
、教
員
の
教
育
意

欲
向
上
な
ら
び
に
教
育
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、第
6
学
年
向
け

に
優
れ
た
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
授
業

担
当
分
野
を
表
彰
す
る「
卒
業
生
が
選
ぶ

ベ
ス
ト
サ
ブ
ノ
ー
ト
賞
」が
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
6
学
年
の
講
義
に
お
い
て
主
教
材
と

し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
・
図
表
を

多
く
用
い
て
、視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
も

の
で
あ
る
こ
と
・
各
種
試
験
に
お
け
る
出
題

に
対
応
で
き
る
事
項
を
記
載
し
た
内
容
で

あ
る
こ
と
・
講
義
ス
ラ
イ
ド
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

を
列
挙
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
な
ど
の
条

件
を
満
た
し
た
ノ
ー
ト
を
対
象
と
し
て
、第

6
学
年（
令
和
2
年
度
卒
）に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
用
い
な
が
ら
選
考
が
行

わ
れ
、第
2
回
目
の
受
賞
分
野
は〝
画
像
診

断
学
分
野（
現
：
口
腔
画
像
診
断
学
分

野
）〞と
な
り
ま
し
た
。 

　

受
賞
し
た
口
腔
画
像
診
断
学
分
野
に

は
、4
月
22
日
の
教
授
会
に
お
い
て
、ト
ロ

フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

画
像
診
断
学
分
野
が

第
2
回「
卒
業
生
が
選
ぶ
ベ
ス
ト

サ
ブ
ノ
ー
ト
賞
」を
受
賞

　

5
月
26
日
、福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
で
災
害
対
応
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。訓
練
は
、震
度
6
強
の
大
規
模
地
震
に
よ
り
同
病
院
が
被
災
し
た
と

い
う
想
定
で
行
わ
れ
、病
院
災
害
対
策
室
を
設
置
し
、患
者
の
避
難
誘
導
・
救
援

担
送
、ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
緊
急
度
・
重
症
度
を
判
定
し
た
後
に
治
療
を
行
う
な

ど
、非
常
事
態
時
に
お
け
る
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、非
常
電
源
・

医
療
物
品
等
の
確
認
や
避
難
場
所
予
定
地
に
て
簡
易
ト
イ
レ
の
組
立
訓
練
を
行

い
、参
加
者
は
災
害
時
の
対
応
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

仁
王
頭 

百
々
香
、南
保 

紺
乃

山
中 

美
香
、新
藤 

紫
音

○
一般
入
学
試
験
A
日
程

　
特
待
生
継
続
者

第
4
学
年

第
5
学
年

第
6
学
年

春
田 

充
輝

綾  

亮
貴
、野
坂 

美
月

近
藤 

遥
香
、前
田 

愛
実

有
田 

千
夏
、塩
田 

桃
佳
、

中
村 

陽
南
、畑
中 

美
璃

大
宅 

恵
美
里
、末
安 

広
奈
、

南 

亜
弥
、山
﨑 

遥
香

石
川 

絢
菜
、黒
﨑 

有
貴
、

津
森 

真
帆
、福
留 

夏
葵

有
村 

舞
花
、井
浦 

碧
、

木
原 

華
子
、松
尾 

椎
奈

金
本 

純
弥
、川
村 

衣
織

五
郎
丸 

萌
、才
藤 

史
夏

得
居 

果
乃
、眞
鍋 

り
あ

米
倉 

亜
香

川
村 

梨
奈
、久
保
田 

亮

中
村 

龍
生
、松
浦 

巧

宮
口 

実
樹

第
1
学
年

第
2
学
年

〇
専
願
特
待
生

　

学
校
法
人
福
岡
学
園
で
は
、特
に
学
業
優
秀
で
あ
り
品
行
方
正
か
つ
健
康
な
学
生
を

特
待
生
・
奨
学
生
と
し
て
、学
生
納
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
制
度
を
設
け
、

学
ぶ
意
欲
を
経
済
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。令
和
3
年
度
は
左
記
の
学
生
が
特

待
生
・
奨
学
生
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

《
福
岡
歯
科
大
学
》

髙
江
洲 

雄

第
4
学
年

○
第一種
特
待
生

《
福
岡
看
護
大
学
》

第
1
学
年

第
2
学
年

第
3
学
年

第
4
学
年

○
特
待
生

《
福
岡
医
療
短
期
大
学
》

2
年
次

3
年
次

○
特
別
奨
学
生

《
福
岡
歯
科
大
学
大
学
院
》

松
島 

京
香
、木
本 

ひ
か
り

木
本 

梨
紗
、安
藤 

武
文

御
領
原 

由
貴
、梶
原 

寧
子

川
上 

真
輝
、中
村 

友
紀

伊
藤 

綾
香
、西
野 

紗
英

第
2
学
年

第
3
学
年

第
4
学
年

第
5
学
年

第
6
学
年

○
特
待
生

石
川 

翔
子

髙
橋 

沙
希

陶
山 

可
奈
子

第
4
学
年

第
2
学
年

第
2
学
年

○
第
二
種
特
待
生
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スケジュール 〈8月1日（日）・22日（日）両日共通〉

お問合せ

10：00～12：00
13：00～15：00
15：00～17：00　

助言教員との面談
助言教員との面談
助言教員との面談

個別面談会 第1ブロック
個別面談会 第2ブロック
個別面談会 第3ブロック

開催日 2021年 8月1日（日） 予備日 2021年 8月22日（日） 場所 福岡歯科大学

福岡歯科大学学年説明会並びに個別面談会 開催案内

福岡歯科大学では在学生の保護者の皆様に本学の教育内容をご理解いただき、保護者の
皆様との相互理解を深め、保護者・大学が一体となって今まで以上に学生をサポートする環
境を構築することを目的に、令和元年度より本学キャンパスにて学年説明会並びに個別面
談会を開催しています。

令和3年度については新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、個別面談会のみの開
催となります。学年説明会については大学ホームページ上に学年別の教育活動状況、対策
や取り組み内容等についての説明資料を掲載しておりますので、そちらをご覧ください。
（[URL]https://www.fdcnet.ac.jp/col/target/guardian/notice）
※新型コロナウイルスの感染拡大状況により開催中止の場合があります。

福岡歯科大学 学務課 学生係　TEL : 092-801-1884（直通）

※8月1日に参加できない保護者向け

学園の話題

　2020年に新たに生まれ変わった福岡歯科大
学医科歯科総合病院。建物はもちろん、設備も
最新鋭のものが充実しています。地域と社会、臨
床と研究、医科と歯科、未来へと「つなぐ」大学
病院でありながら、地域の皆さまに寄りそうかか
りつけ医的な医療センターを目指しています。

■内科・脳血管内科・循環器内科・腎臓内科・糖尿病内科
■心療内科
■外科・消化器外科・腫瘍外科・乳腺外科・肛門外科
■内視鏡センター
■形成外科・美容外科
■耳鼻咽喉科
■摂食嚥下・言語センター
■眼科
■小児科・神経小児科
■整形外科・リハビリテーション科
■皮膚科
■麻酔科（ペインクリニック）
■放射線診断科
■病理診断科

■総合歯科・口臭クリニック
■高齢者歯科
■訪問歯科センター
■保存（むし歯）科
■歯周病科
■補綴（入れ歯）科・口腔顔面美容医療センター
■口腔インプラント科・口腔インプラントセンター
■口腔外科・スポーツ歯科・顎変形症センター
■矯正歯科
■小児歯科・小児口腔外傷センター
■障害者歯科（スペシャルニーズ歯科）
■歯科麻酔科
■口腔放射線診断科
■口腔病理診断科

診療科一覧
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6
月
23
日
、福
岡
県
を
中
心
と
し
た
九
州
各
地
の
高

等
学
校
を
対
象
に
、福
岡
看
護
大
学
と
福
岡
医
療
短

期
大
学
の
合
同
に
よ
る
高
校
教
員
対
象
合
同
入
試
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、今
年
度
は
17
校
の
教
員
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。説
明
会
で
は
、各
大
学
の
特

徴
や
入
試
概
要
の
説
明
の
ほ
か
、『
口
腔
医
学
』を
テ
ー

マ
と
し
た
ミ
ニ
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。会
終
了
後
に

は
、学
内
見
学
や
個
別
相
談
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、大

学
生
活
や
入
試
な
ど
に
つ
い
て
各
大
学
の
教
職
員
が
回

答
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
第
1
回
福
岡
看
護
大
学・

福
岡
医
療
短
期
大
学
高
校
教
員
対
象

合
同
入
試
説
明
会
を
開
催

医科 歯科

特  集




